
→解答類型 P.184～ 185参照 →解答類型 P.186～ 187参照
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→解答類型 P.185～ 186参照 →解答類型 P.188～ 189参照
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→解答類型 P.189～ 190参照 →解答類型 P.191参照

→解答類型 P.191参照 →解答類型 P.194参照

→解答類型 P.194参照

→解答類型 P.192参照 →解答類型 P.194参照

４

→解答類型 P.190参照

１
｜
３

→解答類型 P.193参照 →解答類型 P.195参照

４

→解答類型 P.191参照
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→解答類型 P.198～ 199参照

(例) 連続する３つの偶数の和は，
６の倍数になる。

(例) 軌道の長さの差を計算する
過程で，r の項がなくなるの →解答類型 P.202～ 203参照
で，軌道の長さの差は，地球
の半径の値に関係なく決まる。 ２０

(例) 原田選手の記録の方が船木選
→解答類型 P.200～ 202参照

手の記録より１３０ｍ以上の階級
の累積度数が大きいので，原田
選手の方が次の１回でより遠く
へ飛びそうな選手である。だか

(例)３（＋１） ら，原田選手を選ぶ。
＋１は自然数だから，
３（＋１）は３の倍数である。
したがって，連続する３つの
自然数の和は，３の倍数である。
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→解答類型 P.204～ 205参照

Ｂ (例) 二等辺三角形の性質を用いて，
ＡＥの長さをＣＥの長さに置き換える。

(例)
→解答類型 P.207～ 209参照

手順 １ より， ３０
ＡＰ＝ＢＰ ……①

手順 ２ より，
ＱＡ＝ＱＢ ……②

共通な辺は等しいので， 正多角形の１つの外角の大きさ
ＰＱ＝ＰＱ ……③

①，②，③より，
３組の辺がそれぞれ等しいから， 正多角形の頂点の数
△ＱＡＰ≡△ＱＢＰ

(例) 正多角形の外角の和は３６０°で一定で
あり，１つの外角の大きさは全て等し
いので，との関係を式で表すと，

３６０ a
＝ となる。この式は，＝

 
の形をしているので，はに反比例
する。

→解答類型 P.205～ 207参照
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